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ご
み
焼
却
時
に
発
生
す
る
ダ
ラ
グ）
は 、
将
来
か
わ
ら
な
ど

茨
城
稟
の
ご
み
処
理
シ
ス
テ

ム
開
発
薬
者
が

合
球
n
広
域

イ
オ
キ
シ
ン
対
策
が
言
に
な
の
材
料
も
て
商
品
化
さ
れ
る

i

行
政
組
合
（
代
表・
福
永
浩
介

っ
て
お
リ ｀
厚
生
省
は
排
煙
に
可
能
性
が
あ
iJ 、
同
組
合
が
保

合
市
長）
の
「
山
江
ご
み
処

つ
い
て
は
規
制
に
乗
り
出
し
た
厚
す
る 。
実
験
盟
問
は
平
成
＋

塁
設」
（
球
磨
郡
山
江
村）

が 、
現
在
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
年
四
月
か
ら
十一
年
四
月
ま

に
一心
却
炉
か
ら
出
た
灰
を
溶

る
焼
却
灰
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
で 。
千
時
問
連
続
運
転
な
ど
で

か
し
て
無
哉
質
の
ガ
ラ
ス
状
回

策
は
手
付
か
ず
の
状
愈 。
実
用
実
用
性
を
加
ぺ
歪、

形
吻
に
変
え
る
新
型
焼
却
灰
高

化
さ
れ
れ
ぱ 、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

同
迂
に
よ
る
と 、
既
存
の
溶

温
吝
磁
炉
の
実
証 ．
プ
ラ
ン
ト

を

抑
制
に
役
立
つ
も
の
と
み
ら
れ
融
炉
と
の
逗
い
は
①
炉
は
約
六

達
没
す
る
こ
と
に
な
っ

た
0

＋

る 。

＋
立
方2
空
極
め
て
小
型
で
小

一
月
末
に
は
憲
工
の
予
定
で 、

建
設
す
る
の
は 、
日
本
翠
壌
規
模
の
i、)

み
処
理
席
設
で
も
対

同
施
設
の
焼
却
灰
を
使
っ

て
実

保
全
（
本
社
茨
城
県
牛
久
市 、

応
で
き
る
②
厚
生
省
が
諮
可
す

用
化
の
た
め
の
実
験
を
行
う 。

古
渡
周
作
社
長）

。
新
型
炉
は
れ
ば
廃
油
を
燃
料
に
便
え
る
③

．．
 

茨
城
大
工
学
蔀
な
ど
と
共
同
開
安
価
で
あ
る

ー
こ
と
な
ど 。

J

発
し
た 。
同
組
合
が
協
力
を
承

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
ぱ
活
滋
の
際

諾 、
今
月
初
旬
に
覚
吉
を
取
リ
発
生
す
る
担
煙
で
は 、
厚
生
省

交
わ
し
た 。

の
基
準
値
の
O
·

―
ナノ

Y
(-

プ
ラ
ン
ト

は
山
江
ご
み
処
理

ナ
ら
竿
徳
分
の一 ．）
を
下
回
りへ

痴
設
北
側
の
約
五
百
平
方
店
の
溶
慈^
ラ
グ
に
は
含
ま
れ
な
い

敷
地
に
建
設 。
費
用
は
約
八
億
と
い
う コ

円 。
同
組
合
は
土
埠 、
冷
却
用

ご
み
処
理
問
翠
に
詳
し
い
民

水
を
提
供 、
焼
却
灰
を
供
給
す
間
の
環
塙
監
視
研
究
所
（
大
阪

そ
ガ
ラ
ズ
固
形
物
（
溶
堅‘〈
市）
の
中
地
重
隋
さ
ん
は
「
デ

”る

r
夕
を
示
さ
れ
な
い
と
な
んA}

ぷ｛

も
言
え
な
い 。
コ
ス
ト

面
も
揖

煙
処
理
や
燃
料
蛮
ま
で
勁
案
す

そ
必
要
ガ
友
り 、
全
体
を
見
て

判
断
す
る
必
要
が
あ
る」
と
話

す 。山
廷
J

み
処
理
庶
設
で
出
る

焼
却
灰
は
日
呈
約
八
砂 。
人
吉

市
鬼
木
町
の
最
終
処
分
場
に
埋

め
て
い
る
が 、
す
で
に
涸
杯
近

く
に
達
し
て
い
る 。
同
社
は 、

溶
融
ス
ラ
グ
に
す
る
こ
と
で
霊

さ
が
約
三
分
の一

、
体
積
が
約

五
分
の一
に
減
ら
せ
る
と
試
箕

し
て
お
リ 、
同
組
合
は
「
実
用

化
さ
れ
れ
ば 、
実
験
終
了
後 、

プ
ラ
ン
ト

を
そ
の
ま
ま
使
用
す

る
こ
と
も
検
討
し
た
い」
と
話

し
て
い
る 。

姿
今
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苺

芸
門・
t
•
2、
さ
苫

容
融
炉
実
証
プ
ラ
ン
ト

が
達
設
さ
れ
る
山
江
ご
み
処
理
施
設
焼
却
炉
わ
き
の
用
地
り

球
磨
郡
山
江
村
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江山

-鴫立

焼却灰を溶閉炉で高温で溶かして急涼

rこ冷却したものv 砂屯大のガラス状tこ

変化し「溶融スラグ」と呼ばれる

ダイオキシン

抑制に期待感


